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きよい里 きよい品 きよい心きよい里 きよい品 きよい心

南小国町広報南小国町広報

　11月11日（水）に市原保育園の３・４・５歳の園児たちが「戸締まり用心・火の用心」

と歌い、拍子木を打ち鳴らしながら市原保育園から役場までをパレードしました。

　役場到着後は、「防火の誓い」を全員での唱和や、５歳児による「通常点検」、最後に

は全員での「お遊戯」も披露されました。

小さな消防団小さな消防団
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町民が誇りを持ち安心して暮らし続けられる地域を創る
数値目標　⇒　町民総幸福量をH26.6：80.5　⇒　5年後に 82.5 ポイントにする

１．高齢者が健康かつ生きがいを持ち、快適に暮らしていただくための取り組みを行う。
　　　〇乗合タクシーの利用頻度　1.2 倍　　年間 2,700 人　⇒　年間 3,240 人
　　　〇シルバー人材センターの登録会員数　―　⇒　45 人（高齢者の３％）

２．行政 ･自治会・各種関係機関連携による防災体制の整備を行い、町民が安心して生活できる
環境づくりに努める。

　　　　自主防災組織参加型合同防災訓練の実施　毎年 1 回　
　　　　自主防災組織参加数　　3 組織　⇒　7 組織

Ⅱ．人口ビジョン
　人口減少に歯止めをかけるには長い時間を要することが想定されます。（図表１）各施策実行により、
安定した雇用を創出し、新しい人の流れをつくり、若い世代の結婚・出産・子育ての希望が実現され
ると仮定し、次の条件による将来の推計人口を本町の目指す人口としまた。
　＊合計特殊出生率は、2030 年までに現行 1.71 から 2.1 に上昇し、その後は 2.1 を維持する。
　推計の結果、本町の人口は 2060 年において 2,684 人となり、2,600 人を確保できることとなります。

2010年 2015年 2020年 2025年 2030年 2035年 2040年 2045年 2050年 2055年 2060年
社人研推計 4,429 4,256 4,047 3,841 3,638 3,441 3,221 2,994 2,778 2,589 2,422

アンケート推計 4,429 4,216 3,958 3,728 3,498 3,279 3,049 2,824 2,618 2,453 2,318
南小国町将来展望 4,429 4,260 4,057 3,866 3,700 3,537 3,350 3,153 2,968 2,814 2,684

基本目標 4

図表１　南小国町の総人口の長期推計と将来の展望

社人研：国立社会保障・人口問題研究所
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　町は 10 月 30 日、2030 年に合計特殊出生率（１人の女性が一生に産む子供の推定人数）を 1.71 から 2.1
に向上させ 2060 年に 2600 人を確保する人口ビジョンと、ビジョン実現のために 4つの目標や 12 の施
策を盛り込んだ 5カ年の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」を策定しました。「しごと」が「ひと」を
呼び、「ひと」が「しごと」を呼び込む好循環を支える「まち」に活力を取り戻し「幸せを実感できる南
小国町」とするため、住民とのワークショップ等を開催しながら施策を実行してまいります。

Ⅰ．総合戦略の基本目標と方向
安定した雇用を創出する
数値目標　⇒　雇用創出数：5年間で 50 人、就業者数：5年間で 40 人

１．地域の特性と資源を活かしたブランド化・付加価値商品をつくり経営基盤を安定させる。
　　　農畜産物総出荷販売額　　年間 6.6 億円　⇒　7 億円

２．地域資源エネルギーを利用することで、経済の循環を高め雇用を生み出す。
　　　木材ペレット・薪ストーブの普及　　年間 6 台　⇒　平成 31 年度までに延べ 100 台

３．観光業における南小国町版ＤＭＯを設立 ･運営し、観光資源の積極活用を行う。
　　　南小国地域宿泊者数　　年間 44 万人　⇒　50 万人
　　　ＤＭＯ：地域全体の観光マネージメントを一本化するような組織

４．高速通信網を整備し、企業誘致・雇用拡大を図る。
　　　高速通信サービス　　　平成 31 年度サービス開始

新しいひとの流れをつくる
数値目標　⇒　移住・定住者を 5年後に 20 人にする

１．移住希望者が安心して住める環境づくり（空き家対策、移住定住相談窓口の整備）を行う。
　　　年間の空き家整備　　0 軒　⇒　平成 31 年度までに　10 軒　
　
２．農林業女子育成プログラム事業を実施し農林業に挑戦できる機会づくり研修を行う。
　　　5 年間の農林業支援・研修者の人数　　0 人　⇒　50 人

３．小国高校を魅力ある高校とするため、学力向上・進路目標達成のための施策を行う。
　　　南小国中学校から小国高校への進学率　45.5％　⇒　60％

結婚・出産・子育ての希望をかなえる
数値目標　⇒　出生者数を 5年間で 180 人を維持する

１．保育職員の増員、延長保育への取り組み、放課後児童クラブの整備等を行い、子育て世代も
安心して働ける環境をつくる。

　　　延長保育 ･ 放課後児童クラブの利用者数　0 人　⇒　30 人

２．安心して子育てができるために、第三子以降の出生者に対する出産祝い金や高校生に対する
医療費・教育費の補助等を行う。

　　　5 年間の子育て世帯応援数　0 人　⇒　平成 31 年度までに延べ 248 人

南小国町人口ビジョン･総合戦略を策定しました

基本目標 1

基本目標 2

基本目標 3
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伝
染
性
紅
斑
（
り
ん
ご
病
）
の
増
加
が

続
い
て
い
ま
す
！

　

県
内
に
お
い
て
は
、
６
月
頃
か
ら
増

加
し
て
お
り
、
今
な
お
増
加
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。
地
域
的
に
は
天
草
で
最

も
多
く
報
告
さ
れ
て
お
り
、
菊
池
、
八

代
と
続
い
て
い
ま
す
。伝
染
性
紅
斑
は
、

頬
が
り
ん
ご
の
よ
う
に
赤
く
な
る
の

で
、り
ん
ご
病
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

初
期
症
状
と
し
て
、
頬
に
発
疹
が
出

る
７
～
10
日
く
ら
い
前
に
微
熱
や
風
邪

症
状
な
ど
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
多
く
、

咳
や
く
し
ゃ
み
、
鼻
水
を
通
し
て
感
染

し
ま
す
。
発
疹
が
現
れ
頬
が
赤
く
な
る

こ
ろ
に
は
、
感
染
力
は
ほ
ぼ
消
え
て
い

ま
す
。

　

１
週
間
く
ら
い
で
治
ま
る
こ
と
が
多

い
で
す
が
、
大
人
が
か
か
る
と
関
節
痛

や
関
節
炎
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
妊
婦
さ
ん
の
場
合
、
流
早
産

な
ど
を
起
こ
す
こ
と
が
あ
る
た
め
、
特

に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

感
染
予
防
と
し
て
、
な
る
べ
く
人
混

み
を
避
け
、
こ
ま
め
な
手
洗
い
・
う
が

い
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
た
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
も
大
切
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
季
節
は
、
風
邪
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に

か
か
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ま
た
年
末

年
始
を
迎
え
、
生
活
リ
ズ
ム
が
不
規
則

に
な
り
が
ち
で
す
。
食
事
や
睡
眠
な
ど

の
生
活
習
慣
を
整
え
る
こ
と
は
、
病
気

に
か
か
ら
な
い
た
め
、
そ
し
て
寒
い
冬

を
元
気
に
乗
り
切
る
た
め
の
大
切
な
ポ

イ
ン
ト
で
す
。
こ
の
機
会
に
ぜ
ひ
、
自

分
自
身
の
生
活
習
慣
を

見
直
し
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。

転
倒
へ
の
恐
怖
を
感
じ
て
い
る
人
は

い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
せ
ん
か
？

　

高
齢
者
が
要
介
護
状
態
に
な
る
原
因

の
う
ち
、
脳
血
管
疾
患
や
高
齢
に
よ
る

衰
弱
、
認
知
症
な
ど
と
並
ん
で
多
い
の

が
、
骨
折
・
転
倒
で
す
。
転
倒
に
よ
る

ケ
ガ
や
骨
折
が
き
っ
か
け
で
体
が
弱
っ

た
り
、外
出
で
き
な
く
な
っ
た
り
し
て
、

場
合
に
よ
っ
て
は
寝
た
き
り
に
な
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

　

転
倒
を
予
防
す
る
た
め
に
は
筋
力

ア
ッ
プ
だ
け
で
な
く
、
足
の
ケ
ア
や
歩

き
や
す
い
靴
選
び
も
大
切
で
す
。ま
た
、

浴
室
や
階
段
な
ど
室
内
の
安
全
性
に
十

分
配
慮
し
て
、
転
ば
な
い
環
境
を
整
え

ま
し
ょ
う
。

　

今
回
は
転
倒
防
止
の
た
め
の
備
え
と

し
て
、
ポ
イ
ン
ト
を
い
く
つ
か
ご
紹
介

し
ま
す
。

■
足
の
ケ
ア
と
靴
選
び

①
足
の
清
潔
・
健
康
を
心
が
け
る

　

水
虫
や
ま
き
爪
、
外
反
母
趾
な
ど
の

足
の
ト
ラ
ブ
ル
が
転
倒
の
原
因
と
な
る

事
が
あ
り
ま
す
。
靴
下
を
履
く
時
・
脱

ぐ
時
や
入
浴
時
な
ど
で
こ
ま
め
に
足
の

状
態
を
観
察
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

②
自
分
の
足
に
合
っ
た
靴
を
履
く

　

歩
き
や
す
く
着
脱
し
や
す
い
、
安
定

の
よ
い
靴
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

③
か
ら
だ
を
支
え
る
道
具
を
活
用
す
る

　

杖
を
使
用
す
る
場
合
は
、
体
格
や
身

体
機
能
な
ど
に
よ
っ
て
個
人
差
が
あ
り

ま
す
。
自
分
に
合
っ
た
杖
を
選
ぶ
こ
と

も
大
切
で
す
。

■
住
環
境
の
安
全
対
策

　

小
さ
な
段
差
や
電
気
コ
ー
ド
に
つ
ま

ず
い
た
り
、
タ
イ
ル
の
床
や
カ
ー
ペ
ッ

ト
で
滑
っ
た
り
し
な
い
よ
う
に
、
住
環

境
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
ま
ず

は
、
足
元
に
余
計
な
物
を
置
か
な
い
な

ど
、
家
の
中
の
整
理
整
頓
か
ら
始
め
て

み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

熊
本
県
に
お
け
る
70
歳
以
上
の
人
の

１
日
当
た
り
の
平
均
歩
数
は
、
男
性

４
７
５
９
歩
、
女
性
３
７
７
０
歩
で
、

い
ず
れ
も
年
々
減
少
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
厚
生
労
働
省
の
指
針
で
は
、
１
日

の
目
標
歩
数
を
男
性
７
０
０
０
歩
、
女

性
６
０
０
０
歩
と
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、手
軽
に
始
め
ら
れ
、体
へ
の

負
担
が
少
な
い
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
は
い
か

が
で
し
ょ
う
か
。
主
治
医
の
先
生
と
相

談
し
な
が
ら
、
自
分
の
ペ
ー
ス
で
無
理

の
な
い
程
度
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
ポ
イ
ン
ト

保
健
師
だ
よ
り

問い合わせ
町民課
保健衛生係
☎ 42-1113

顔は下げずに、目
線だけ少し先の道
を見るように

肩の力を抜
き、肘は軽
く曲げる

歩幅は少
し広めに

軽くお腹を
引っ込める
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○
税
金
に
つ
い
て
の
基
礎
知
識

　
「
国
民
健
康
保
険
税
と
は
」

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
市
町
村
が
国

民
健
康
保
険
事
業
の
経
費
に
充
て
る
た

め
に
、
被
保
険
者
で
あ
る
世
帯
主
に
対

し
て
課
税
す
る
税
金
で
す
。
課
税
額
は

１
．「
基
礎
課
税
額
」

２
．「
後
期
高
齢
者
支
援
金
等
課
税
額
」

３
．「
介
護
納
付
金
課
税
額
」

の
合
算
に
よ
り
決
定
し
ま
す
。

　

南
小
国
町
で
は
毎
年
４
月
１
日
現
在

の
世
帯
状
況
や
世
帯
全
員
の
前
年
の
所

得
な
ど
を
基
準
と
し
て
年
間
の
課
税
額

を
決
定
し
、
納
税
義
務
者
は
通
常
そ
れ

ら
を
６
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
の
10
期

に
分
割
し
て
納
付
し
ま
す
。

　

社
会
保
険
へ
の
加
入
ま
た
は
離
脱
、

世
帯
員
の
増
減
な
ど
に
よ
っ
て
役
場
町

民
課
で
手
続
を
行
っ
た
場
合
、
税
額
の

変
更
が
あ
る
と
き
は
税
務
課
か
ら
の
通

知
に
よ
っ
て
お
知
ら
せ
を
し
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
税
は
、
医
療
や
介
護

な
ど
互
い
の
支
え
合
い
に
よ
る
保
険
制
度

の
貴
重
な
財
源
と
な
り
ま
す
の
で
、遅
延
、

滞
納
の
な
い
よ
う
納
め
て
く
だ
さ
い
。

阿
蘇
税
務
署
か
ら
の
お
知
ら
せ

■
問
い
合
わ
せ

　
阿
蘇
税
務
署
　
※
自
動
音
声
案
内

☎（
２
２
）０
５
５
１

○
財
産
を
相
続
し
た
と
き（
税
制
改
正
）

　

亡
く
な
ら
れ
た
人
の
財
産
を
相
続
や

遺
贈
に
よ
っ
て
取
得
し
、
規
定
に
基
づ

く
「
正
味
の
遺
産
額
」
の
合
計
額
が
基

礎
控
除
額
を
超
え
る
場
合
、
そ
の
財
産

を
取
得
し
た
人
は
、
相
続
税
の
申
告
を

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
基
礎
控
除
額
に
つ
い
て
、
平
成

27
年
１
月
１
日
以
降
に
亡
く
な
ら
れ
た

人
か
ら
財
産
を
相
続
や
遺
贈
に
よ
っ

て
取
得
し
た
場
合
は
、
３
０
０
０
万

円
＋
（
６
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人

の
数
）（
改
正
前
：
５
０
０
０
万
円

＋
（
１
０
０
０
万
円
×
法
定
相
続
人
の

数
））
に
引
き
下
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
相
続
税
の
申
告
お
よ
び
納
期

限
は
、
被
相
続
人
の
死
亡
し
た
こ
と
を

知
っ
た
日
（
通
常
は
被
相
続
人
が
死
亡

し
た
日
）
の
翌
日
か
ら
10
か
月
以
内
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

詳
し
く
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
阿
蘇
税
務
署
に
お

尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
死
亡
一
時
金
に
つ
い
て

　

第
1
号
被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を

納
め
た
月
数
（
4
分
の
3
納
付
月
数
は

4
分
の
3
月
、
半
額
納
付
月
数
は
2
分

の
1
月
、
4
分
の
1
納
付
月
数
は
4
分

の
1
月
と
し
て
計
算
）
が
36
月
以
上
あ

る
人
が
、
老
齢
基
礎
年
金
・
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
な
い
ま
ま
亡
く
な
っ
た
時
、

そ
の
人
に
よ
っ
て
生
計
を
同
じ
く
し
て

い
た
遺
族
（
①
配
偶
者
、②
子
、③
父
母
、

④
孫
、
⑤
祖
父
母
、
⑥
兄
弟
姉
妹
の
中

で
優
先
順
位
の
高
い
人
）
に
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
死
亡
一
時
金
の
額
は
、
保
険
料
を
納

め
た
月
数
に
応
じ
て
12
万
円
～
32
万
円

で
す
。

・
付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
が
36
月

以
上
あ
る
場
合
は
、
8
千
5
百
円
が
加

算
さ
れ
ま
す
。

・
遺
族
が
、
遺
族
基
礎
年
金
の
支
給

を
受
け
ら
れ
る
と
き
は
支
給
さ
れ
ま
せ

ん
。

・
寡
婦
年
金
を
受
け
ら
れ
る
場
合
は
、

ど
ち
ら
か
一
方
を
選
択
し
ま
す
。

・
死
亡
一
時
金
を
受
け
る
権
利
の
時
効

は
、
死
亡
日
の
翌
日
か
ら
2
年
で
す
。

■
寡
婦
年
金
に
つ
い
て

　

寡
婦
年
金
は
、
国
民
年
金
の
第
1
号

被
保
険
者
と
し
て
保
険
料
を
納
め
た
期

間
（
免
除
期
間
を
含
む
）
が
25
年
以
上

あ
る
夫
が
亡
く
な
ら
れ
た
と
き
に
、
10

年
以
上
継
続
し
て
婚
姻
関
係
に
あ
り
、

生
計
維
持
さ
れ
て
い
た
妻
が
受
け
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

※
平
成
28
年
の
最
初
の
出
張
年
金
相
談

は
、
1
月
14
日（
木
）で
す
。
会
場
は
、

通
常
通
り
小
国
町
開
発
セ
ン
タ
ー
に
て

行
わ
れ
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

熊
本
東
年
金
事
務
所

☎
０
９
６（
３
６
７
）２
５
０
３

※
問
い
合
わ
せ
の
時
に
、
年
金
手
帳
な

ど
の
、
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

を
お
手
元
に
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

※
電
話
番
号
の
お
か
け
間
違
い
に
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

税

問い合わせ
税務課
税務係
☎ 42-1113

年
金
問い合わせ
町民課
戸籍住民係
☎ 42-1113
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秋
の
火
災
予
防
運
動
週
間

　

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

11
月
11
日
に
、
市
原
保
育
園
の
園
児
達

に
よ
る
防
火
パ
レ
ー
ド
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

ハ
ッ
ピ
姿
の
園
児
た
ち
は
拍
子
木
を

鳴
ら
し
な
が
ら
、
市
原
保
育
園
を
出
発

し
役
場
ま
で
「
火
の
用
心
」
の
呼
び
か

け
を
行
い
ま
し
た
。
役
場
で
お
遊
戯
を

披
露
し
、
火
災
予
防
の
誓
い
を
行
い
、

元
気
な
声
で
「
火
の
用
心
」
と
呼
び
か

け
な
が
ら
元
気
に
パ
レ
ー
ド
し
ま
し
た
。

火
災
に
注
意

　

寒
い
時
期
に
な
る
と
暖
房
器
具
を

使
う
機
会
が
多
く
な
っ
て
き
ま
す
。

ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
が
火
災
を
引
き
起

こ
す
原
因
と
な
り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
、

以
下
の
点
に
注
意
し
て
快
適
に
過
ご
さ

れ
て
く
だ
さ
い
。

①
暖
房
器
具
の
近
く
に
燃
え
や
す
い
も

の
を
置
か
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

②
給
油
後
に
し
っ
か
り
と
栓
が
閉
ま
っ

て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

③
出
か
け
る
と
き
や
寝
る
前
に
火
元
の

確
認
を
し
ま
し
ょ
う
。

年
末
年
始
に
お
け
る

　
　
　
　

警
戒
活
動
の
強
化

　

年
末
年
始
は
、
金
融
機
関
を
始
め
、

コ
ン
ビ
ニ
店
な
ど
の
深
夜
営
業
店
舗
を

狙
っ
た
強
盗
事
件
の
ほ
か
、
帰
省
・
家

族
旅
行
中
の
留
守
宅
を
狙
っ
た
空
き
巣
、

忍
び
込
み
な
ど
の
侵
入
犯
罪
や
子
ど
も
・

女
性
を
対
象
と
し
た
声
か
け
、
わ
い
せ

つ
事
案
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
警
察
で
は
、
年
末
年
始

に
お
け
る
警
戒
活
動
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
関
係
機
関
や
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
の
皆
さ
ん
と
協
力
し
て
各
種
犯

罪
の
未
然
防
止
に
努
め
ま
す
。

年
末
年
始
の
警
戒
活
動
期
間

　

平
成
27
年
12
月
１
日
～

平
成
28
年
１
月
３
日

特
別
警
戒
活
動
期
間

　

平
成
27
年
12
月
21
日
～
12
月
31
日

活
動
の
重
点

◇
金
融
機
関
お
よ
び
コ
ン
ビ
ニ
店
な
ど

深
夜
営
業
店
舗
対
象
強
盗
事
件
の
防

止
◇
特
殊
詐
欺
の
被
害
防
止

◇
子
ど
も
・
女
性
に
対

す
る
わ
い
せ
つ
・
声

か
け
事
案
の
被
害
防

止
【
家
族
の
絆
】

　

年
末
年
始
は
家
族
の
集
ま
る
こ
と
も

多
く
、
防
犯
に
関
す
る
話
を
す
る
い
い

機
会
で
す
。

　

今
ど
う
い
っ
た
犯
罪
が
発
生
し
て
い

る
か
、
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
は
ど

う
い
う
対
策
が
有
効
か
、
家
族
で
話
し

合
っ
て
お
く
こ
と
で
、
い
ざ
と
い
う
と

き
に
安
心
で
す
。

＊
み
ん
な
で
つ
く
ろ
う
安
全
・
安
心
な
小
国
郷
＊

地

域

安

全

事件・
事故は
110 番
問い合わせ
小国警察署
☎ 46-2110

消

防

署

火災・
救急救助は
119 番
問い合わせ
北 部 分 署
☎ 46-4411
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放
課
後
子
ど
も
教
室

　

教
育
委
員
会
で
は
、
市
原
小

学
校
の
１
年
生
か
ら
３
年
生
ま

で
の
子
ど
も
た
ち
を
対
象
に

「
放
課
後
子
ど
も
教
室
」
を
開

設
し
て
い
ま
す
。
本
年
度
は
、

28
人
の
子
ど
も
た
ち
が
参
加
し

て
い
ま
す
。
活
動
日
は
、
火
曜

日
と
金
曜
日
で
、
安
全
管
理
員

と
し
て
、
毎
回
２
人
の
地
域
の

人
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
っ
て

い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

10
月
27
日（
火
）に
、
食
育
の

一
環
と
し
て
南
小
国
町
食
生
活

改
善
推
進
委
員
協
議
会
の
皆
さ

ん
に
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ
作
り
を
指

導
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
材

料
は
、
地
元
の
米
粉
と
ジ
ャ
ー

ジ
ー
牛
乳
で
す
。
食
生
活
改
善

推
進
委
員
の
人
に
教
わ
り
な
が

ら
、上
手
に
焼
い
て
い
る
姿
を
見

て
微
笑
ま
し
く
な
り
ま
し
た
。

　

出
来
た
て
の
ホ
ッ
ト
ケ
ー
キ

を
子
ど
も
た
ち
は
、「
う
ま
い
、

お
い
し
い
」
な
ど
と
言
い
な
が

ら
食
べ
て
い
ま
し
た
。

　

あ
る
推
進
委
員
の
人
は
、
次

の
よ
う
な
感
想
を
述
べ
ら
れ
て

い
ま
し
た
。「
子
ど
も
た
ち
が

大
好
き
な
の
で
、
一
緒
に
活
動

し
て
と
て
も
楽
し
い
か
っ
た
で

す
」「
孫
と
同
じ
年
頃
の
子
ど

も
が
き
ち
ん
と
し
て
い
る
の
で

感
心
し
ま
し
た
」。

　

私
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
温

か
く
見
守
ら
れ
て
い
る
子
ど
も

た
ち
は
、
幸
せ
だ
な
と
感
じ
ま

し
た
。
日
頃
は
、
宿
題
を
し
た

り
、
運
動
場
で
サ
ッ
カ
ー
や
一

輪
車
乗
り
や
か
く
れ
ん
ぼ
な
ど

を
し
た
り
し
て
、
楽
し
く
み
ん

な
と
過
ご
し
て
い
ま
す
。
も
っ

と
地
域
の
皆
さ
ん
と
ふ
れ
合
う

活
動
が
で
き
る
と
い
い
な
と
思

い
ま
す
。

感
動
し
た
り
ん
ど
う
祭

　

11
月
５
日（
木
）に
り
ん
ど

う
ヶ
丘
小
学
校
の
り
ん
ど
う
祭

（
学
習
発
表
会
）
を
参
観
し
ま

し
た
。
教
室
だ
け
の
学
習
成
果

で
は
な
く
、
地
域
に
出
か
け
て

学
習
し
た
こ
と
の
発
表
が
た
く

さ
ん
あ
り
感
動
し
ま
し
た
。

　

最
初
に
３
年
生
以
上
に
よ
る

「
り
ん
ど
う
太
鼓
」
が
あ
り
ま

し
た
。
町
の
文
化
祭
で
も
見
ま

し
た
が
、
と
て
も
迫
力
あ
る
演

奏
で
し
た
。
途
中
で
た
た
く
人

が
変
わ
る
場
面
が
あ
り
、
全
員

で
取
り
組
ん
で
い
る
姿
を
垣
間

見
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

プ
ロ
グ
ラ
ム
６
番
の
５
年
生

に
よ
る
「
吉
原
神
楽
の
思
い
を

継
い
で
」
も
す
ば
ら
し
い
か
っ

た
で
す
。
吉
原
神
楽
に
つ
い
て

調
べ
る
だ
け
で
な
く
、
神
楽
保

存
会
の
人
に
舞
を
指
導
し
て
い

た
だ
い
た
成
果
を
披
露
し
て
く

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
地
域
発
表

と
し
て
「
少
林
拳
法
演
武
」
が

あ
り
ま
し
た
。
地
域
の
人
に
指

導
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
成
果

を
き
び
き
び
と
力
強
く
演
武
し

て
く
れ
ま
し
た
。

　

他
の
発
表
も
声
が
大
き
く

堂
々
と
発
表
し
ま
し
た
。
今
、

表
現
力
が
大
事
だ
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
り
ん
ど
う
祭
を
参
観

し
て
、
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
学
校

の
子
ど
も
た
ち
に
は
表
現
力
が

身
に
付
い
て
い
る
な
あ
と
う
れ

し
く
な
り
ま
し
た
。
自
分
の
考

え
や
思
い
を
相
手
に
伝
え
る
こ

と
は
、
大
人
で
も
難
し
い
こ
と

で
す
。
一
朝
一
夕
に
身
に
付
く

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
発
表

す
る
場
を
た
く
さ
ん
設
定
す
る

こ
と
が
大
事
で
す
。

　

今
後
も
子
ど
も
た
ち
が
地
域

の
中
で
伸
び
伸
び
と
成
長
す
る

こ
と
を
大
い
に
期
待
し
て
い
ま

す
。

    
ひ
ろ
げ
よ
う　

き
よ
ら
の
郷
に　

人
権
の
輪

  
人
権
教
育
啓
発
シ
リ
ー
ズ 

141

問い合わせ
南 小 国 町
人 権 教 育
推進協議会
☎42-0047

　
地
域
で
伸
び
伸
び
と
育
つ
子
ど
も
た
ち

学
校
教
育
・
人
権
教
育
指
導
員　
倉
岡　
巧た

く
み　

りんどう太鼓

吉原神楽

上島食生活改善推進委員長の話し

ホットケーキを焼く子どもたち
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平
成
26
年
度
の
決
算

　

決
算
と
は
「
ま
ち
の
家
計
簿
」

の
よ
う
な
も
の
で
す
。１
年
間（
４

月
１
日
か
ら
翌
年
の
３
月
31
日
ま

で
）
に
ど
れ
だ
け
の
お
金
が
町
に

入
り
、「
ま
ち
づ
く
り
」
の
た
め

に
ど
れ
だ
け
使
わ
れ
た
の
か
、
収

入
と
支
出
を
会
計
ご
と
に
計
算
し

て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

　

町
の
会
計
に
は
「
一
般
会
計
」

と
「
特
別
会
計
」
の
２
つ
が
あ
り

ま
す
。「
一
般
会
計
」
は
、
福
祉
・

医
療
・
農
業
・
防
災
・
教
育
な
ど

の
た
め
に
使
わ
れ
る
お
金
で
、
ま

ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
会
計
で

す
。「
特
別
会
計
」
は
、
特
定
の

事
業
を
行
う
た
め
に
使
わ
れ
る
お

金
で
、
一
般
会
計
と
は
別
の
収
支

に
な
り
ま
す
。
南
小
国
町
に
は
国

民
健
康
保
険
・
水
道
事
業
な
ど
７

つ
の
特
別
会
計
が
あ
り
ま
す
。

一
般
会
計
は
歳
入
歳
出
と
も
増
額

　

平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決
算

額
は
、
歳
入
44
億
２
、６
９
４
万

円
、
歳
出
40
億
６
、５
２
５
万
円

と
な
り
ま
し
た
。

　
「
歳
入
」
は
町
に
入
っ
て
き
た

お
金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿

に
例
え
る
と
収
入
に
当
た
り
ま

す
。
26
年
度
は
前
年
度
と
比
べ
る

と
４
億
８
、８
１
２
万
円
の
増
額

（
12
・４
％
の
増
）と
な
り
ま
し
た
。

南小国町の家計簿は　どうなっているの？
町では、皆さんから納めてもらった税金や国・県からの補助金などが「まちづくり」にどのように使われ
ているのかを知ってもらうために、年度ごとの予算や決算をお知らせしています。今回は、平成 26 年度
の決算と、平成 27 年度上半期（平成 27 年４月１日～９月 30 日）の予算の執行状況を見てみましょう。

金額
（万円） 構成比

（依存財源その他の内訳）

地方消費税交付金 5,696（1.3％）

地方譲与税 5,382（1.2％）

自動車取得税交付金 480（0.1％）

配当割交付金 186（0.0％）

株式等譲渡所得割交付金 184（0.0％）

地方特例交付金 62（0.0％）

交通安全対策特別交付金 54（0.0％）

利子割交付金 51（0.0％）

（自主財源その他の内訳）

使用料及び手数料 9,790（2.2％）

諸収入 2,962（0.7％）

分担金及び負担金 2,194（0.5％）

財産収入 1,381（0.3％）

寄付金 109（0.0％）

町民の皆さんに使われたお金
一人当たり	 935,399 円

町民の皆さんが納めた町税
一人当たり	 103,623 円

一般会計歳入　　　44 億 2,694 万円

（億円）

40

37
35

3939

3737

4141

4444

3737
35

33
H22年度 H23年度 H24年度 H25年度

歳入 歳出

歳入・歳出の推移

H26年度
30

40

50

35

45

　  その他
1億6,436万円
　　（3.7％）

繰入金
6億6,629万円
（15.1％）

繰越金
2億5,676万円
（5.8％）

町税
4億5,035万円
（10.2％）

その他
1億2,094万円
（2.7％）

町債
2億4,477万円
（5.5％）

国庫支出金
2億5,129万円
（5.7％）

国庫支出金
2億5,129万円
（5.7％）

地方交付税
18億3,268万円
（41.4％）

自主財源
（34.8％）

依存財源
（65.2％）

県支出金
4億3,950万円

（9.9％）

県支出金
4億3,950万円

（9.9％）

県支出金
4億3,950万円

（9.9％）
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歳
入
の
内
訳
は
、
町
税
な
ど
町
が

自
主
的
に
収
入
で
き
る
「
自
主
財

源
」
と
、
地
方
交
付
税
な
ど
の
国

や
県
な
ど
か
ら
交
付
を
受
け
る

「
依
存
財
源
」
の
２
つ
に
分
け
ら

れ
ま
す
。
町
税
・
基
金
繰
入
金
・

前
年
度
繰
越
金
な
ど
の
自
主
財
源

は
15
億
３
、７
７
６
万
円
で
、
全

体
の
約
３
分
の
１
を
占
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
地
方
交
付
税
・
国
県

支
出
金
・
町
債
な
ど
の
依
存
財
源

は
28
億
８
、９
１
８
万
円
で
、
全

体
の
約
３
分
の
２
を
占
め
て
い
ま

す
。

　
「
歳
出
」
は
町
が
使
っ
た
お

金
の
こ
と
で
、
家
庭
の
家
計
簿

に
例
え
る
と
支
出
に
当
た
り
ま

す
。
26
年
度
は
前
年
度
と
比
べ
る

と
３
億
８
、３
１
９
万
円
の
増
額

（
10
・４
％
の
増
）と
な
り
ま
し
た
。

平
成
26
年
度
は
黒
字
決
算

　

一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合

わ
せ
た
決
算
総
額
は
、
歳
入

が
62
億
６
９
万
円
、
歳
出
が

57
億
５
、８
５
８
万
円
で
、
歳

入
か
ら
歳
出
を
差
し
引
く
と

４
億
４
、２
１
１
万
円
の
黒
字
に

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
中
か
ら
平
成
27
年
度
に

２
億
３
、３
７
２
万
円
を
繰
り
越

し
た
た
め
、
実
質
的
な
収
支
額
は

２
億
８
３
９
万
円
と
な
っ
て
い
ま

す
。

南小国町の家計簿は　どうなっているの？

特別会計 金額
（万円）

国民健康保険
歳入 7億 8,133
歳出 7億 2,564

水道事業
歳入 1億 4,343
歳出 1億 4,036

農業集落排水事業
歳入 3,298
歳出 3,194

介護保険
歳入 5億 3,132
歳出 5億 1,237

特定地域生活排水処理事業
歳入 1,659
歳出 1,640

公共下水道事業
歳入 2億 1,159
歳出 2億 1,087

後期高齢者医療
歳入 5,651
歳出 5,575

こ
の
よ
う
な
事
業
を
行
い
ま
し
た

土
木
費　

▼
町
道
改
良
舗
装
・
維
持

工
事
▼
町
道
除
雪
委
託
料
▼
橋
梁
補

修
工
事
▼
県
工
事
負
担
金
▼
町
営
住

宅
修
繕

農
林
水
産
業
費
・
商
工
費　

▼
雪
害

復
旧
緊
急
対
策
経
営
体
育
成
支
援
事

業
▼
森
を
育
て
る
間
伐
材
利
用
推
進

事
業
▼
農
業
農
村
整
備
事
業
水
路
改

修
工
事
▼
商
工
会
プ
レ
ミ
ア
ム
補
助

金
▼
観
光
協
会
補
助
金

民
生
費
・
衛
生
費　

▼
児
童
手
当
の

支
給
▼
臨
時
福
祉
給
付
金
・
子
育
て

世
帯
臨
時
特
例
給
付
金
▼
乳
幼
児
・

子
育
て
支
援
・
ひ
と
り
親
医
療
費
助

成
金
▼
各
種
予
防
接
種
・
検
診
▼
阿

蘇
広
域
行
政
事
務
組
合
負
担
金
（
ご

み
・
し
尿
）
▼
小
国
公
立
病
院
負
担

金総
務
費
・
消
防
費　

▼
黒
川
地
区
環

境
整
備
事
業
▼
新
庁
舎
建
設
工
事
▼

電
気
自
動
車
用
急
速
充
電
器
設
置
工

事
▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
事
業
▼
消

防
施
設
（
車
庫
・
詰
所
）
整
備
補
助

金
▼
小
国
郷
地
域
公
共
交
通
会
議
負

担
金

教
育
費
▼
奨
学
金
貸
付
事
業
▼
学
校

教
材
備
品
購
入
▼
ス
ク
ー
ル
バ
ス
運

行
委
託
▼
社
会
教
育
団
体
等
へ
の
助

成

一般会計歳出　　　40 億 6,525 万円

災害復旧費
313万円
（0.1％）

商工費
6,581万円
（1.6％）

議会費
7,261万円
（1.8％）消防費

1億5,066万円
（3.7％）教育費

2億1,552万円
（5.3％）

土木費
3億5,238万円
（8.7％）

土木費
3億5,238万円
（8.7％）

民生費
4億9,057万円
（12.1％）

農林水産業費
3億1,711万円
（7.8％）

公債費
3億8,469万円
（9.4％）

衛生費
6億2,579万円
（15.4％）

総務費
13億8,698万円
（34.1％）
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収入 金額 歳入の内容
給料 45 万円 町税

パート収入 10 万円 使用料及び手数料
実家からの援助 252 万円 地方交付税、国・県支出金など
ローン・借入金 25 万円 町債
不動産収入 1万円 財産収入

貯金の取り崩し 67 万円 繰入金
前年度からの繰越金 26 万円 繰越金
その他の収入 17 万円 その他
年間収入合計 443 万円

支出 金額 歳出の内容
食費 67 万円 人件費

医療費・教育費 27 万円 扶助費
ローンの返済 39 万円 公債費

光熱水費・日用品の購入 43 万円 物件費
家電や車の修繕 1万円 維持補修費
自治会費 58 万円 補助費

子どもへの仕送り 39 万円 繰出金
貯金 9万円 積立金

知人に貸したお金 0万円 出資金・貸付金
家の増改築・車の購入 124 万円 投資的経費（建設事業費など）
年間支出合計 407 万円

南小国町 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 ― 15％ 20％

連結実質赤字比率 ― 20％ 30％

実質公債費比率 11.8％ 25％ 35％

将来負担比率 51.6％ 350％ ／

南
小
国
さ
ん
家
の

家
計
簿

財
政
健
全
化
比
率

ま
ち
の
決
算
を
家
庭
の
家
計
簿
に
例
え
る
と

ま
ち
の
財
政
は
健
全
な
の
？

　

ま
ち
の
財
政
は
金
額
が
大
き
く
て
、
イ
メ
ー
ジ
し
に

く
い
も
の
…
。
そ
こ
で
、
平
成
26
年
度
一
般
会
計
の
決

算
額
を
１
０
０
０
分
の
１
に
し
て
、
家
庭
の
家
計
簿
に

例
え
て
み
ま
し
た
。

　
「
地
方
公
共
団
体
の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律｣

に
基
づ
い
て
、

平
成
26
年
度
の
決
算
に
よ
っ
て
算
定
さ
れ
た
「
健
全
化
判
断
比
率
」
と

「
資
金
不
足
比
率
」
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
南
小
国
町
は
赤
字
も
資
金

不
足
も
生
じ
ず
、
健
全
な
財
政
を
保
っ
て
い
ま
す
。

特別会計の名称 南小国町 経営健全化基準

水道事業特別会計 ― 20％

農業集落排水事業特別会計 ― 20％

特定地域生活排水処理事業特別会計 ― 20％

公共下水道事業特別会計 ― 20％

用語の説明
実質赤字比率	 一般会計の赤字額の割合　
連結実質赤字比率	 すべての会計を合わせた赤字額の割合
実質公債費比率	 一般会計が負担した公債費 (借り入れ金 )などの返済額の割合
将来負担比率	 一般会計が将来負担すべき負債残高 (地方債残高など )の割合
資金不足比率	 公営企業の事業規模に対する資金不足額の割合

実質赤字比率と連結実質赤字比率は実質赤字額がないため「－」で表示しています

資金不足がないため「－」で表示しています

■資金不足比率

■健全化判断比率
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平
成
27
年
度
上
半
期
の
財
政
状
況

財
政
事
情
の
公
表

収
入
額
（
％
は
収
入
率
）

歳
入

執
行
額
（
％
は
執
行
率
）

歳
出

12
億
3
2
3
3
万
円（
71.3
％
）

12
億
3
2
3
3
万
円（
71.3
％
）

10
億
6
3
4
2
万
円

１
億
4
1
9
6
万
円（
23.5
％
）

１
億
4
1
9
6
万
円（
23.5
％
）

6
億
4
2
0
万
円

2
億
9
1
3
万
円（
34.7
％
）

2
億
9
1
3
万
円（
34.7
％
）

8
3
5
1
万
円（
16.6
％
）

8
3
5
1
万
円（
16.6
％
）

5
0
9
4
万
円（
14.5
％
）

5
0
9
4
万
円（
14.5
％
）

1
億
7
0
2
5
万
円（
52.5
％
）

1
億
7
0
2
5
万
円（
52.5
％
）

9
6
6
1
万
円（
33.6
％
）

9
6
6
1
万
円（
33.6
％
）

8
9
0
4
万
円（
53.9
％
）

8
9
0
4
万
円（
53.9
％
）

4
0
1
1
万
円（
55.9
％
）

4
0
1
1
万
円（
55.9
％
）

3
7
6
0
万
円（
53.1
％
）

3
7
6
0
万
円（
53.1
％
）

1
3
9
万
円（
8.1
％
）

1
3
9
万
円（
8.1
％
）

0
万
円（
0.0
％
）

0
万
円（
0.0
％
）

6
億
2
3
2
万
円

5
億
3
0
8
万
円

3
億
5
0
5
3
万
円

3
億
2
4
4
7
万
円

2
億
8
7
4
9
万
円

1
億
6
5
2
3
万
円

7
1
7
0
万
円

7
1
7
0
万
円

7
0
7
9
万
円

7
0
7
9
万
円

1
7
0
9
万
円

1
7
0
9
万
円

1
5
0
0
万
円

2
億
7
3
0
7
万
円（
67.4
％
）

2
億
7
3
0
7
万
円（
67.4
％
）

4
億
5
1
3
万
円

9
7
7
4
万
円（
26.3
％
）

9
7
7
4
万
円（
26.3
％
）

3
億
7
1
2
7
万
円

3
億
6
1
6
9
万
円（
100.0
％
）

3
億
6
1
6
9
万
円（
100.0
％
）

7
6
0
万
円（
6.9
％
）

7
6
0
万
円（
6.9
％
）

1
億
1
0
8
7
万
円

1
億
8
7
7
4
万
円

4
3
1
0
万
円（
47.2
％
）

4
3
1
0
万
円（
47.2
％
）

9
1
2
6
万
円

9
1
2
6
万
円

5
6
0
2
万
円（
59.4
％
）

5
6
0
2
万
円（
59.4
％
）

5
3
5
2
万
円（
85.0
％
）

5
3
5
2
万
円（
85.0
％
）

6
3
0
0
万
円

6
3
0
0
万
円

1
6
1
5
万
円（
30.5
％
）

1
6
1
5
万
円（
30.5
％
）

0
万
円（
0.0
％
）

0
万
円（
0.0
％
）

3
億
1
3
4
4
万
円

0
万
円（
0.0
％
）

0
万
円（
0.0
％
）

4
2
5
0
万
円（
14.4
％
）

4
2
5
0
万
円（
14.4
％
）

2
億
9
4
9
7
万
円

17
億
2
8
6
0
万
円

5
3
0
0
万
円

5
3
0
0
万
円

9
4
3
5
万
円

9
4
3
5
万
円

地
方
交
付
税

町

　税

国
庫
支
出
金

繰
越
金

町

　債

県
支
出
金

繰
入
金

分
担
金
及
び

負
担
金

使
用
料
及
び

手
数
料

地
方
消
費
税

交
付
金

地
方
譲
与
税

そ
の
他

予
備
費

災
害
復
旧
費

商
工
費

議
会
費

消
防
費

教
育
費

公
債
費

農
林
水
産
業
費

土
木
費

民
生
費

衛
生
費

総
務
費

支出済額　12億9,955万円 収入済額　21億8,372万円

予算総額40億7,532万円

会　計　名

国 民 健 康 保 険

水 道 事 業

農 業 集 落 排 水 事 業

介 護 保 険

特定地域生活排水処理事業

公 共 下 水 道 事 業

後 期 高 齢 者 医 療

合　　　計

予算額

8億3,456万円

2億5,165万円

8,903万円

5億5,730万円

2,826万円

3億2,498万円

5,853万円

21億4,431万円

収入額

3億4,314万円

4,127万円

392万円

2億2,855万円

340万円

3,491万円

1,702万円

6億7,221万円

収入率

41.1％

16.4％

4.4％

41.0％

12.0％

10.7％

29.1％

31.3％

執行率

37.8％

21.7％

14.3％

38.6％

20.5％

30.0％

20.8％

33.3％

執行額

3億1,557万円

5,454万円

1,272万円

2億1,520万円

578万円

9,748万円

1,216万円

7億1,345万円

《　特　別　会　計　》

3
億
7
9
0
1
万
円（
35.6
％
）

3
億
7
9
0
1
万
円（
35.6
％
）
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空き家を探しています！

　地域おこし協力隊の山崎です。

　この度、町が地方創生事業として「移住定住」と「空き家対策」に力を入れ

ることになり、私山崎が担当することになりました。南小国町の活性化に繋げ

られるよう努めてまいりますので、皆さんのご協力を頂ければ幸いです。

　現在、空き家対策として「空き家バンク制度」を設けておりまして、それに

伴い町外者からの空き家物件の問い合わせが増えてきております。しかし、現

状としては紹介できる物件がほとんどありません。この「空き家バンク制度」

は空き家を所有されている人にとってもメリットがあり、空き家へ住んでもら

うことで維持管理ができたり、家屋の傷みを防ぎ、家賃収入も見込めます。

　空き家を所有されている人はもちろんのこと、そうでない人も「近所に空き

家があるよ」といった情報だけでも教えていただければ大変ありがたいです。

　ちなみにこれは私個人の話になりますが、協力隊の任期終了後は現在役場か

ら貸して頂いている満願寺の住宅を出ないといけません。なので、南小国町で

次に住む家探しも一緒にさせて頂きたいと思っております！

今後の活動では皆さんのお住まいの地域で

空き家の確認などを行うことがあるかと思います。

私のでっかい図体が見えた時には、ぜひお声掛け下さい！

南小国町役場　まちづくり課

☎ 0967-42-1111
FAX 0967-42-1122



広報きよら 2015.12
14

広報きよら 2015.12
14

　

展
示
の
部
で
は
、
小
中
学
生
に

よ
る
作
品
や
文
化
協
会
員
の
作
品

の
他
に
、
悠
清
苑
・
り
ん
ど
う
荘
・

グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
森
園
の
皆
さ
ん
の

作
品
が
展
示
さ
れ
ま
し
た
。
ど
れ
も

素
晴
ら
し
い
も
の
ば
か
り
で
し
た
。

　

ま
た
、「
絵
は
が
き
体
験
コ
ー

ナ
ー
」
を
実
施
し
、
小
さ
い
お
子

さ
ん
を
始
め
、
多
く
の
人
に
絵
は

が
き
作
り
を
体
験
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

11
月
３
日（
火
）市
原
小
学
校
体
育
館
に
て
「
第
28
回
み
な
み
お
ぐ

に
文
化
祭
」
を
開
催
し
ま
し
た
。
当
日
は
、
ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
・

展
示
の
部
に
分
け
て
行
い
、
約
３
０
０
人
の
町
民
の
人
の
来
場
が
あ

り
、
大
盛
況
の
内
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
発
表
の
部
で
は
、
町
内
各
小
学
校
の
児
童
に
よ
る
太
鼓

や
合
唱
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
発
表
、
南
小
国
町
文
化
協
会
員
に
よ
る
民

踊
、詩
吟
な
ど
の
16
組
の
皆
さ
ん
の
発
表
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

今
年
は
特
別
企
画
と
し
て
、
南
小
国
町
出
身
で
日
本
民
謡
協
会
公
認

教
授
の
３
人
に
よ
る
「
ふ
る
さ
と
里
帰
り
民
謡
ま
つ
り
」
を
行
い
ま

し
た
。「
炭
坑
節
」
な
ど
懐
か
し
い
民
謡
ば
か
り
で
、
会
場
の
み
な

さ
ん
も
口
ず
さ
み
な
が
ら
、
盛
り
上
が
り
を
見
せ
ま
し
た
。

第
28
回
み
な
み
お
ぐ
に
文
化
祭

○
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
に
つ
い
て

　

昨
年
に
引
き
続
き
俳
句
コ
ン
ク
ー
ル
を
開
催
し
ま
し
た
。
今
年
は
、
約

３
０
０
句
の
応
募
が
あ
り
、
そ
の
中
か
ら
３
つ
の
部
門
に
分
け
て
、
文
化
祭

の
当
日
に
表
彰
を
行
い
ま
し
た
。
入
賞
作
品
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
一
般
の
部
】

優
秀
賞　
　

そ
こ
ば
く
の　

あ
ざ
み
高
菜
を　

ま
く
日
取
り

佐
藤　

あ
つ
子
さ
ん
（
志
津
上
）

秀
句　
　
　

た
ん
ぽ
ぽ
の　

残
り
綿
毛
や　

風
を
待
つ

本
田　

高
幹
さ
ん
（
坂　

下
）

　
　
　
　
　

車
窓
よ
り　

道
を
訪
は
る　

菜
虫
取
る

佐
藤
須
磨
子
さ
ん
（
落　

見
）

【
小
学
生
の
部
】

優
秀
賞　
　

ヒ
マ
ワ
リ
が　

ぼ
く
を
お
い
こ
し　

せ
の
び
す
る

河
津　

洸
哉
さ
ん
（
中
原
小
）

秀
句　
　
　

そ
よ
風
に　

ゆ
れ
て
き
ら
め
く　

す
す
き
か
な

下
城　

光
来
さ
ん
（
り
ん
ど
う
ヶ
丘
小
）

　
　
　
　
　

風
り
ん
の　

金
魚
が
お
ど
る　

夏
の
か
げ

菅
原
ま
ゆ
佳
さ
ん
（
市
原
小
）

【
中
学
生
の
部
】

優
秀
賞　
　

霜
が
降
り　

杉
が
輝
く　

我
郷
土

宮
﨑　

津
さ
ん
（
南
小
国
中
）

秀
句　
　
　

 

秋
晴
れ
の　

湖
う
つ
す　

秋
桜

大
塚　

亮
さ
ん
（
南
小
国
中
）

　
　
　
　
　

秋
の
日
の　

夕
日
に
消
え
る　

紅
と
ん
ぼ

小
柳　

雅
晴
さ
ん
（
南
小
国
中
）

　

当
日
は
入
選
作
品
だ
け
で
な
く
、
応
募
い
た
だ
い
た
全
て
の
作
品
の
展
示

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ご
応
募
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

主
催　

南
小
国
町
文
化
協
会
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11
月
11
日（
水
）か
ら
17
日

（
火
）ま
で
『
税
を
考
え
る
週

間
』
が
あ
り
、
取
り
組
み
に

あ
わ
せ
て
、
阿
蘇
地
区
租
税

教
育
推
進
協
議
会
が
主
催
す

る
「
税
に
関
す
る
作
品
」
募

集
で
、
南
小
国
町
長
賞
を
受

賞
し
た
南
小
国
中
の
生
徒
２

人
へ
の
表
彰
式
が
12
日
に
あ

り
ま
し
た
。

　

受
賞
し
た
の
は
習
字
作
品

で
応
募
が
あ
っ
た
、
３
年
生

の
岩い

わ
し
た下

結ゆ
い
か香

さ
ん
と
髙た
か
む
ら村

実み

さ沙
さ
ん
。
同
協
議
会
長
名

の
賞
状
と
記
念
品
を
、
役
場

町
長
室
で
髙
橋
町
長
か
ら
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

10
月
25
日（
水
）、
南
小
国

町
と
都
市
農
村
交
流
を
続
け

て
い
る
熊
本
市
楠
地
区
の
子

ど
も
会「
楠
キ
ッ
ズ
善
行
隊
」

が
、
町
内
で
稲
刈
り
の
体
験

を
し
ま
し
た
。
今
年
６
月
に

森
園
の
矢
津
田
道
夫
さ
ん
方

の
田
ん
ぼ
で
子
ど
も
達
が
手

植
え
し
た
「
あ
き
げ
し
き
」

の
稲
が
実
り
、
参
加
し
た
善

行
隊
メ
ン
バ
ー
13
人
と
保
護

者
ら
は
指
導
を
受
け
な
が
ら

稲
刈
り
と
掛
け
干
し
作
業
に

汗
を
流
し
ま
し
た
。

都市農村交流「楠キッズ善行隊」～稲刈り体験～

「税を考える週間」長町賞表彰

雲
の
影
遅
々
と
辷
る
や
嶺
紅
葉　
　
　
　
　
　

穴
井
梨
影
女

灯
を
消
し
て
暫
し
十
五
夜
楽
し
ま
む　
　
　
　

河
津　

悦
子

欄
干
に
凭
れ
ひ
と
と
き
照
紅
葉　
　
　
　
　
　

河
津　

昭
子

露
天
湯
の
熱
め
と
な
り
て
秋
深
む　
　
　
　
　

河
津
せ
い
子

四
方
の
山
冬
紅
葉
し
て
競
い
合
う　
　
　
　
　

河
津　

靜
子

見
渡
せ
ば
ふ
る
さ
と
の
山
冬
紅
葉　
　
　
　
　

川
西　

淳
子

夕
立
に
追
は
れ
牧
納
小
屋
一
や
す
み　
　
　
　

北
里　

富
男

天
草
の
駅
舎
に
十
字
架
秋
の
暮
れ　
　
　
　
　

北
里
千
寿
恵

外
輪
山
の
萩
を
愛
せ
し
友
も
逝
く　
　
　
　
　

北
里　

信
子

天
領
の
鵜
舟
の
ゆ
る
ゝ
秋
天
下　
　
　
　
　
　

笹
原　

景
林

原
生
の
森
を
彩
る
紅
葉
道　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤
テ
ル
子

音
読
の
一
年
生
や
秋
の
暮　
　
　
　
　
　
　
　

佐
渡　

節
子

ぬ
け
そ
う
な
青
空
仰
ぎ
豆
ち
ぎ
る　
　
　
　
　

下
城　

た
ず

静
か
さ
や
水
音
ば
か
り
渓
紅
葉　
　
　
　
　
　

杉
野　

正
依

黍
穀
を
燃
し
て
畑
の
冬
支
度　
　
　
　
　
　
　

髙
村　

民
夫

バ
ラ
の
花
一
人
ぼ
っ
ち
の
自
由
か
な　
　
　
　

橋
本　

や
ち

山
茶
花
の
咲
く
傍
ら
に
座
す
大
師
様　
　
　
　

宮
﨑　

チ
ク

観
音
の
伏
目
や
さ
し
き
海
桐
実
に　
　
　
　
　

安
武
く
に
子

長
雨
に
七
分
の
出
来
よ
秋
耕
す　
　
　
　
　
　

本
田　

髙
幹
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県
道
徳
教
育
研
究
大
会
開
催

　

10
月
17
日（
土
）に
、
第
56
回
熊
本
県

道
徳
教
育
研
究
大
会
を
本
校
と
市
原
小

学
校
を
会
場
に
開
催
し
ま
し
た
。

　

道
徳
の
時
間
に
つ
い
て
は
、
体
験
活

動
と
ス
パ
イ
ラ
ル
に
リ
ン
ク
さ
せ
、
地

域
の
皆
さ
ん
に
ゲ
ス
ト
テ
ィ
ー
チ
ャ
ー

と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、

生
徒
の
心
に
響
く
授
業
作
り
を
工
夫
し

て
き
ま
し
た
。

　

１
年
生
で
は
、「
郷
土
愛
」
を
主
題

と
し
て
「
小
国

杉
」
を
題
材
と
し

た
自
作
教
材
を
作

成
し
、
河
津
秀
樹

さ
ん
に
ゲ
ス
ト

テ
ィ
ー
チ
ャ
ー
と

し
て
小
国
杉
に
つ

い
て
思
い
を
語
っ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

２
年
生
で
は
、「
国
際
理
解
・
国
際

貢
献
」
を
主
題
と
し
て
、「
私
た
ち
の

道
徳
」『
海
と
空
～
樫
野
の
人
々
～
』

を
活
用
し
て
、
国
際
理
解
・
国
際
貢
献

に
つ
い
て
考
え
ま
し
た
。

　

生
徒
の
感
想
に

は
、「
国
は
違
っ

て
も
『
人
を
助
け

る
』
と
い
う
気
持

ち
は
世
界
共
通
な

ん
だ
と
思
い
ま
し

た
。
私
も
世
界
の

た
め
に
で
き
る
こ
と
を
小
さ
な
こ
と
か

ら
で
も
し
て
い
き
た
い
で
す
」
な
ど
、

じ
っ
く
り
考
え
て
つ
か
ん
だ
心
を
綴
っ

た
生
徒
も
い
ま
し
た
。

　
３
年
生
で
は
、「
家
族
愛
」を
主
題
に
、

「
熊
本
の
心
」『
草

泊
ま
り
』
を
活
用

し
、
実
際
に
体
験

活
動
を
通
し
、
家

族
の
一
員
と
し
て

の
自
覚
や
感
謝
の

気
持
ち
を
考
え
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

授
業
研
究
会
で
は
、
授
業
の
工
夫
改

善
や
発
問
、
道
徳
教
育
の
意
識
化
に
向

け
た
環
境
整
備
な
ど
、
今
後
の
取
り
組

み
に
参
考
に
な
る
意
見
を
た
く
さ
ん
い

た
だ
き
ま
し
た
。

学
友
団
活
動

　

10
月
28
日（
水
）に
、

小
国
高
校
・
小
国
中

学
校
・
南
小
国
中
学

校
合
同
で
、
学
友
団

活
動
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
は
、
オ
リ
エ
ン

テ
ー
リ
ン
グ
を
実
施
し
、
中
高
生
の
合

同
チ
ー
ム
ご
と
に
設
置
さ
れ
た
チ
ェ
ッ

ク
ポ
イ
ン
ト
を
制
限
時
間
内
に
協
力
し

な
が
ら
多
く
回
り
、
競
う
と
い
う
も
の

で
し
た
。
高
校
生
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ

を
発
揮
し
、
中
学
生
た
ち
に
指
示
を
出

し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
チ
ー
ム
で
作
戦
を
た

て
、
で
き
る
だ
け
多
く
回
ろ
う
と
走
っ

て
い
る
様
子
が
印
象
的
で
し
た
。

中
高
一
貫
芸
術
鑑
賞

　

10
月
30
日（
金
）に
、
小
国
高
校
で
中

高
一
貫
芸
術
鑑
賞
が
あ
り
ま
し
た
。
劇

団
シ
ョ
ー
マ
ン
シ
ッ
プ
に
よ
る
「
星
と

あ
る
い
た
白
象
」
の
演
劇
で
、
生
徒
た

ち
は
歌
っ
た
り
踊
っ
た
り
す
る
姿
に
拍

手
や
笑
い
で
応
え
、
楽
し
ん
で
い
る
様

子
で
し
た
。

講
演
会

　

11
月
４
日（
水
）に
、小
国
高
校
存
続
の

た
め
の
講
演
会
が
小
国
高
校
体
育
館
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
講
師
に
熊
本
日
日
新
聞

社
の
小
多
崇
さ
ん
を
お

招
き
し
、「
人
口
減
少
時

代
の
学
校
と
地
域
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
お
話
い

た
だ
き
ま
し
た
。
高
校

再
編
の
話
な
ど
を
丁
寧

に
説
明
い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
自
分
た

ち
の
学
校
が
な
く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ

と
に
危
機
感
を
覚
え
た
様
子
で
し
た
。

人
権
教
育
講
演
会

　

11
月
11
日（
水
）に
、
人
権
教
育
講
演

会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
水
俣
病
資
料
館

語
り
部
の
杉
本
肇
さ
ん
に
「
水
俣
病
患

者
家
族
に
生
ま
れ
て
」と
い
う
演
題
で
、

両
親
が
水
俣
病
と
戦
う
姿
な
ど
を
、
具

体
的
に
分
か
り
や
す
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
を

交
え
な
が
ら
お
話
い
た
だ
き
ま
し
た
。

生
徒
た
ち
は
真
剣
に
話
を
聴
き
、
自
分

の
生
き
方
が
考
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ

た
よ
う
で
し
た
。

（
文
責
）
校
長
　
林
田
靖
也

南
中
か
ら
の
風

輝
き
と

潤
い

１年生授業

２年生授業

３年生授業
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小国公立病院ニュース
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昨
年
に
引
き
続
き
11
月
１
日
付
け

で
、
公
立
多
良
木
病
院
か
ら
看
護
師

さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
来
て
く
れ
た
赤
池
さ
ん
は
、

ち
ょ
う
ど
紙
カ
ル
テ
か
ら
電
子
カ
ル

テ
に
移
行
す
る
前
後
で
し
た
の
で
、

通
常
の
病
棟
勤
務
だ
け
で
な
く
、
電

子
カ
ル
テ
導
入
に
関
し
て
も
頑
張
っ

て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

今
回
来
て
く
れ
た
尾
上
み
さ
き
さ

ん
は
看
護
師
の
資
格
に
加
え
て
感
染

管
理
の
認
定
看
護
師
の
資
格
を
も
っ

て
お
ら
れ
ま
す
。
院
内
の
感
染
予
防

と
対
策
の
プ
ロ
と
い
う
事
で
す
。
小

国
公
立
病
院
の
感
染
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

チ
ー
ム
の
メ
ン
バ
ー
と
一
緒
に
、
院

内
感
染
予
防
に
取
り
組
ん
で
も
ら
い

ま
す
。

　

地
方
の
病
院
同
士
が
お
互
い
に
助

け
合
っ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
医

療
を
守
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
の

が
現
状
で
す
。
た
だ
、
現
在
の
小
国

公
立
病
院
の
マ
ン
パ
ワ
ー
で
は
助
け

て
も
ら
う
こ
と
は
あ
っ
て
も
他
の
病

院
を
手
伝
う
余
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

自
分
た
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で

守
っ
て
い
く
気
持
ち
が
な
い
と
、
こ

れ
か
ら
の
地
方
の
医
療
は
守
れ
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。
小
国
郷
に
は
小

国
出
身
の
医
者
は
１
人
も
い
ま
せ

ん
。
小
国
出
身
の
若
い
看
護
師
さ
ん

は
誰
も
小
国
に
は
帰
っ
て
き
て
く
れ

ま
せ
ん
。

　

こ
れ
か
ら
高
齢
化
社
会
は
ま
す

ま
す
進
み
ま
す
。
阿
蘇
地
域
は

２
０
４
０
年
ま
で
は
75
歳
以
上
の
高

齢
者
は
増
加
す
る
と
の
統
計
が
あ
り

ま
す
。
小
国
郷
出
身
の
医
療
従
事
者

は
都
市
部
で
仕
事
を
し
、
小
国
に
住

ん
で
い
る
住
民
は
小
国
で
医
療
を
受

け
る
。
こ
う
い
う
状
況
は
そ
ろ
そ
ろ

限
界
に
き
て
い
ま
す
。

　

他
の
地
域
で
働
い
て
い
る
小
国
出

身
の
人
が
、
地
元
へ
帰
っ
て
く
れ
る

よ
う
に
声
を
大
に
し
て
叫
ん
で
く
だ

さ
い
。

　

ま
ず
は
、
尾
上
み
さ
き
さ
ん
を
町

で
見
か
け
た
ら
皆
さ
ん
声
を
か
け
て

く
だ
さ
い
。

多
良
木
か
ら
看
護
師
さ
ん
が
来
て
く
れ
ま
し
た

　

第
20
回
熊
本
県
国
保
地
域
医
療
学
が
10
月

31
日（
土
）に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
メ
イ
ン
テ
ー
マ
は
、「
地
域
に
お

け
る
医
療
と
保
健
・
介
護
・
福
祉
の
連
携
を

め
ざ
し
て
」
と
い
う
こ
と
で
、
研
究
発
表
は

看
護
に
関
す
る
栄
養
管
理
や
保
健
事
業
、
歯

科
口
腔
ケ
ア
に
関
す
る
も
の
、
リ
ス
ク
マ

ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
、
連
携
、
在
宅
医
療
、
ケ
ア

に
関
す
る
も
の
、
終
末
期
に
関
す
る
も
の
、

と
幅
広
く
熊
本
県
下
の
病
院
の
医
師
や
看
護

師
、
社
会
福
祉
士
、
臨
床
工
学
士
や
市
役
所
・

役
場
の
保
健
師
の
皆
さ
ん
な
ど
、
多
職
種
の

さ
ま
ざ
ま
な
研
究
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　

小
国
公
立
病
院
か
ら
は
、
石
松
由
美
看
護

師
が
看
護
臨
床
に
関
す
る
発
表
を
行
い
ま
し

た
。
演
題
は
、『
高
齢
者
へ
の
フ
ォ

ル
テ
オ
注
射
導
入
へ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
～
「
ぴ
し
ゃ
っ
と
・
し
ゃ
ん
と
」

を
製
作
し
て
の
一
考
察
～
』で
す
。

自
己
注
射
の
時
に
手
が
震
え
、
針

の
接
続
固
定
操
作
が
出
来
な
い
高

齢
の
患
者
さ
ん
に
、
針
接
続
補
助

台
「
ぴ
し
ゃ
っ
と
・
し
ゃ
ん
と
」

を
病
棟
で
自
作
し
、
そ
の
補
助
台

を
利
用
し
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
さ
れ
た

結
果
、
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
固
定
が

出
来
る
よ
う
に
な
り
、
自
己
注
射

導
入
へ
も
っ
て
い
け
た
と
い
う
症

例
発
表
で
す
。
こ
の
発
表
は
、
学
会
よ
り
高

い
評
価
を
受
け
、
優
秀
賞
と
い
う
す
ば
ら
し

い
賞
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
た
ち
看
護
師
は
、
患
者
さ
ん
の
一
番
近

い
位
置
に
い
ま
す
。
医
師
の
指
示
の
も
と
、

入
院
さ
れ
た
患
者
さ
ん
、
外
来
に
来
ら
れ
た

患
者
さ
ん
の
病
気
が
回
復
さ
れ
て
い
く
過
程

に
携
わ
っ
て
い
ま
す
。
看
護
師
不
足
、
医
師

不
足
と
言
わ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
し

か
し
、
そ
ん
な
環
境
の
中
で
も
患
者
さ
ん
の

行
動
や
訴
え
に
目
を
向
け
、
耳
を
傾
け
、
寄

り
添
う
事
で
患
者
さ
ん
の
治
療
が
ス
ム
ー
ズ

に
い
き
、
健
や
か
に
入
院
生
活
を
送
ら
れ
る

よ
う
、
患
者
さ
ん
を
中
心
に
日
々
看
護
に
努

め
て
い
ま
す
。

優
秀
賞
受
賞
！　
第
20
回 

熊
本
県
国
保
地
域
医
療
学
会

発表者：小国公立病院看護師　石松由美
　県で発表するまでには、病院内集団会で
何度も発表させてもらい、職員の皆さんに
聴いていただきアドバイスをもらい当日に
臨みました。
　今回、この発表
で光栄にも優秀賞
をいただき、来年
10 月に山形県にて
開催される、全国
国保地域医療学会
にて研究発表をすることになりました。県
を代表しての発表で緊張していますが、頑
張ってきたいと思っております。
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町
臨
時
職
員（
保
育
士
）募
集

　

南
小
国
町
立
保
育
園
で
は
臨

時
保
育
士
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

保
育
士
資
格
を
有
し
て
い
な

い
人
で
も
申
し
込
み
が
可
能
で

す
の
で
、
健
康
で
子
ど
も
が
好
き

な
人
は
是
非
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

■
応
募
資
格

　

健
康
で
子
ど
も
が
好
き
な
人

（
保
育
士
資
格
の
有
無
は
問
い

ま
せ
ん
が
、
有
資
格
者
は
優
遇

さ
れ
ま
す
）。

■
必
要
書
類（
申
込
書
な
ど
）

　

役
場
福
祉
課
に
備
え
て
あ
り

ま
す
の
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

応
募
さ
れ
た
場
合
は
、書
類
審

査
お
よ
び
面
接
に
よ
り
採
用
を
決

定
い
た
し
ま
す
。ま
た
、勤
務
時
間

や
賃
金
な
ど
の
詳
細
に
つ
き
ま
し

て
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

役
場
福
祉
課
保
育
児
童
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
通
知
カ
ー

ド
発
送
が
始
ま
り
ま
し
た
！

　

11
月
下
旬
か
ら
、町
内
に
お

住
ま
い
の
人
へ
の
通
知
カ
ー
ド

の
発
送
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

こ
の
通
知
カ
ー
ド
は
、
転
送

不
要
の
簡
易
書
留
郵
便
で
、
10

月
５
日
時
点
の
住
民
票
住
所
に

送
付
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
10
月
５
日
以
降

に
住
所
異
動（
町
内
転
居
含
む
）

し
た
場
合
や
、
住
民
票
を
異
動

せ
ず
他
市
区
町
村
に
居
住
し
て

い
る
場
合
な
ど
は
、「
宛
所
な

し
」
の
理
由
に
よ
り
役
場
に
返

戻
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

返
戻
さ
れ
た
通
知
カ
ー
ド

は
、
本
人
確
認
書
類
を
持
参
す

る
こ
と
に
よ
り
、
町
民
課
で
受

け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

※
本
人
確
認
書
類

　

本
人
確
認
を
正
確
に
行
う
た

め
に
、
運
転
免
許
証
な
ど
の
公

的
機
関
が
発
行
し
た
顔
写
真
付

き
書
類
で
あ
れ
ば
１
点
、
そ
れ

以
外
の
書
類
で
あ
れ
ば
２
点
必

要
と
な
り
ま
す
。

　

な
お
、
代
理
受
領
を
希
望
さ

れ
る
場
合
に
は
、
事
前
に
役
場

町
民
課
☎（
４
２
）１
１
１
３
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　浄化槽は、微生物の
働きを利用して水をきれ
いにする装置なので、微
生物が活動しやすい環境
を保つように維持管理
（保守点検・清掃・法定
検査）することが法律で
義務付けられています。
　維持管理が適正に行
われないと、しだいに浄
化槽の機能が低下し、放
流水の水質が悪化した
り、悪臭が発生したりすることがあります。
　法定検査を受けていない人には、町と公益社団法人熊本県浄化槽協会からの受検お
願い文書を送付します。

浄化槽を設置している皆さんへ

大切な川や海を汚さないために、年に１回は必ず法定検査を受けましょう
法定検査（浄化槽法第 11 条検査）は浄化槽の「車検」のようなものです

■問い合わせ
　建設課　水道住宅係　　　　　　　☎（４２）１１１４　　
　公益社団法人　熊本県浄化槽協会　☎０９６（２８４）３３５５

法定検査（浄化槽法第 11 条検査）は浄化槽の「車検」のようなものです
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年
末
年
始
業
務
の
お
知
ら
せ

■
滝
美
園
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー

【
ご
み
の
直
接
持
ち
込
み
時
間

お
よ
び
休
業
日
】

町
民
カ
レ
ン
ダ
ー

23
ペ
ー
ジ
参
照

【
し
尿
汲
み
取
り
休
業
日
】

12
月
30
日（
水
）～

翌
１
月
５
日（
火
）

※
そ
の
他
、
土
日
祝
日
は
お
休

み
で
す
。
ま
た
、
地
区
割
り
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
に
連
絡

し
て
く
だ
さ
い
。

■
阿
蘇
北
部
斎
場

【
火
葬
業
務
休
業
日
】

平
成
28
年
１
月
１
日（
金
）

※
受
付
の
み
可
能

（
１
日
以
外
は
通
常
通
り
）

■
問
い
合
わ
せ

○
ご
み　

滝
美
園
ク
リ
ー
ン

セ
ン
タ
ー

☎（
４
６
）５
４
６
８

○
し
尿　
（
有
）
財
津
総
業

☎（
４
６
）２
８
１
９

○
火
葬　

阿
蘇
北
部
斎
場

☎（
４
６
）６
０
２
２

家
庭
で
眠
っ
て
い
る「
水
銀
体
温
計・

水
銀
血
圧
計
」の
回
収
に
つ
い
て

　

平
成
25
年
10
月
に
熊
本
市
・

水
俣
市
で
開
催
さ
れ
た
外
交
会

議
に
お
い
て
、
水
銀
に
関
す
る

水
俣
条
約
が
採
択
・
署
名
さ
れ

ま
し
た
。
本
条
約
は
、
水
銀
の

人
為
的
な
排
出
を
削
減
し
、
地

球
的
規
模
の
水
銀
汚
染
の
防
止

を
目
指
す
も
の
で
す
。

　

熊
本
県
で
は
、
家
庭
で
眠
っ

て
い
る
水
銀
製
品
か
ら
事
故
な

ど
に
よ
る
水
銀
の
流
出
に
よ
る

環
境
汚
染
を
防
止
す
る
た
め
、

県
内
全
地
域
に
お
い
て
、
現
在

使
用
さ
れ
て
い
な
い
水
銀
体
温

計
・
水
銀
血
圧
計
を
回
収
す
る

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
ま

す
。
な
お
、
期
間
中
に
水
銀
体

温
計
・
水
銀
血
圧
計
を
持
参
い

た
だ
い
た
人
に
は
、
く
ま
モ
ン

の
マ
グ
ネ
ッ
ト
シ
ー
ト
を
差
し

上
げ
ま
す
（
数
に
限
り
が
あ
り

ま
す
の
で
、
先
着
順
と
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
）。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

町
民
課

☎（
４
２
）１
１
１
３

第
10
回
戦
没
者
特
別
弔
慰
金

　

戦
没
者
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん

へ
、
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

■
特
別
弔
慰
金
の
趣
旨

　

戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
今

日
の
我
が
国
の
平
和
と
繁
栄
の

礎
と
な
っ
た
戦
没
者
の
尊
い
犠

牲
に
思
い
を
い
た
し
、
国
と
し

て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
る

た
め
、
戦
没
者
の
ご
遺
族
に
特

別
弔
慰
金
（
記
名
国
債
）
を
支

給
す
る
も
の
で
す
。

■
支
給
対
象
者

　

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の

ご
遺
族
で
、
平
成
27
年
４
月
１

日
（
基
準
日
）
に
お
い
て
、
一

定
の
要
件
を
充
た
す
場
合
に
、

次
の
順
番
に
よ
る
先
順
位
の
ご

遺
族
お
一
人
に
支
給
。

１
．
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で

に
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援

護
法
に
よ
る
弔
慰
金
の
受
給
権

を
取
得
し
た
人

２
．
戦
没
者
の
子

３
．
戦
没
者
の
父
母
、
孫
、
祖

父
母
、
兄
弟
姉
妹

４
．
上
記
１
～
３
以
外
の
戦
没

者
な
ど
の
三
親
等
内
の
親
族

（
甥
、
姪
な
ど
）

※
戦
没
者
の
死
亡
時
ま
で
引
き

続
き
１
年
以
上
の
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
人
に
限
り
ま
す
。

■
支
給
内
容

額
面
25
万
円
、
５
年
償
還
の
記

名
国
債

■
請
求
期
限

平
成
30
年
４
月
２
日
ま
で

（
請
求
期
間
を
過
ぎ
る
と
第
10

回
特
別
弔
慰
金
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。）

■
請
求
窓
口

福
祉
課
福
祉
係

☎（
４
２
）１
１
１
３

平
成
27
年
度
県
民
介
護
講
座

に
つ
い
て

　

熊
本
県
介
護
実
習
・
普
及
セ

ン
タ
ー
で
は
、
一
般
県
民
の
人

を
対
象
に
年
間
を
通
し
て
実
施

し
て
い
る
介
護
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す
。

　

講
座
内
容
や
申
込
書
は
、
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

■
募
集
期
間

各
講
座
２
週
間
前
ま
で

■
問
い
合
わ
せ

水銀体温計・水銀血圧計
回収キャンペーン　　　

対象品目　水銀体温計
　　　　　水銀血圧計

※電子式のものは対象外です。
※事業者からの持ち込みはできません。

回収期間：平成 27 年 12 月 1 日（火）
～ 12 月 28 日（月）※土日・祝日は除く
　回収場所：南小国町役場　町民課窓口
　回収方法：直接窓口にお持ちください。
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熊
本
県
介
護
実
習
普
及
セ
ン

タ
ー

☎
０
９
６（
３
５
４
）３
０
９
１

平
成
27
年
度　

第
３
回
危
険
物
取
扱
者
試
験

　

消
防
法
（
昭
和
23
年
法
律
第

１
８
６
号
）の
規
定
に
基
づ
き
、

平
成
27
年
度
第
３
回
危
険
物
取

扱
者
試
験
が
次
の
日
程
で
実
施

さ
れ
ま
す
。

■
試
験
種
類

甲
種
・
乙
種
第
１
類
～
第
６
類
・

丙
種

■
願
書
等
設
置
場
所

消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー
熊
本

県
支
部
お
よ
び
熊
本
市
消
防

局
・
県
下
消
防
本
部

■
願
書
受
付
期
間

書
面
申
請
：
平
成
28
年
１
月
４

日（
月
）～
13
日（
水
）

電
子
申
請
：
平
成
28
年
１
月
４

日（
月
）～
10
日（
日
）

■
試
験
日

平
成
28
年
２
月
13
日
（
土
）

■
試
験
地　

熊
本
市

■
問
い
合
わ
せ

（
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン
タ
ー

熊
本
支
部

☎
０
９
６（
３
６
４
）５
０
０
５

平成 27 年度南小国町職員採用試験追加募集

職　　種 区　　分 採用予定人数 受験資格 試験日・会場

一般事務 高等学校卒業程度 １人程度
昭和 60 年４月２日か
ら平成 10 年４月１日
までに生まれた人

・第１次試験
平成 28 年１月 24 日（月）南小
国町自然休養村管理センター
・第２次試験
２月中旬
南小国町自然休養村管理セン
ター

保育士 資格免許職 ３人程度
昭和 50 年４月２日か
ら平成８年４月１日ま
でに生まれた人

■受付期間　　平成 27 年 11 月 30 日（月）～ 12 月 21 日（月）まで　※土日を除く
■受付時間　　午前８時 30 分～午後５時まで　
■問い合わせ　総務課　総務係　☎（４２）１１１２

募集種目 受験資格 受付期限 試験日

防衛大学校
学生

（後期日程）

人文・
社会科学専攻

（約10名、うち女子若干名）
平成28年4月1日現在、
18歳以上21歳未満

平成28年1月20日（水）
～1月29日（金）
（締切日必着）

１次：平成28年2月20日（土）
２次：平成28年3月11日（金）

理工学専攻
（約30名、うち女子若干名）

１次：平成28年2月20日（土）
２次：平成28年3月11日（金）

試験種目
１次：国語（国語総合、現代文、古典）、数学（数学Ⅰ・Ⅱ、数学 A・B）、
　　　英語（コミュニケーション英語、英語表現）
２次：口述試験、身体検査

平成 28年度入校　防衛大学生募集

　現在、下記の表のとおり防衛大学校学生を募集していま
す。自衛官を目指す人や自衛官について興味をお持ちの人は、
資料請求などお気軽にお問い合わせください。
■問い合わせ
　自衛隊熊本地方協力本部　阿蘇地域事務所

　☎（２２）４５７５
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南
小
国
町
成
人
式
参
加
申
込

は
お
済
み
で
し
ょ
う
か

　

平
成
28
年
南
小
国
町
成
人
式

を
次
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

　

対
象
は
平
成
７
年
４
月
２
日

か
ら
平
成
８
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
人
で
住
民
登
録
が

無
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
本

町
で
生
ま
れ
た
人
、
現
在
就
業

中
で
本
町
に
住
ん
で
い
る
人
も

参
加
で
き
ま
す
。

　

参
加
の
申
込
を
し
て
い
な
い

人
は
至
急
、
教
育
委
員
会
ま
で

ご
連
絡
下
さ
い
。

■
日
時

平
成
28
年
１
月
３
日（
日
）

午
後
１
時
受
付

午
後
１
時
30
分
開
式

■
場
所　

南
小
国
町
役
場

き
よ
ら
ホ
ー
ル

■
問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会

☎（
４
２
）０
０
４
７

南
小
国
町
へ
の
「
ふ
る
さ
と

寄
附
金
」
ご
寄
附
の
お
礼

高
橋　

幸
代  

様  

愛
知
県
一
宮
市

田
中　

良
子  

様  

奈
良
県
斑
鳩
町

久
保
田　

隆  

様  

東
京
都
新
宿
区

後
間　

章
子  

様  

広
島
県
広
島
市

真
子　

範
光  

様  

福
岡
県
大
野
城
市

池
田　

貴
司  

様  

滋
賀
県
甲
賀
市

北
原　

直
樹  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

石
川　

洋
子  
様  

神
奈
川
県
横
浜
市

田
中　

隆
之  
様  
東
京
都
武
蔵
野
市

黒
岩　

和
彦  

様  
福
岡
県
北
九
州
市

溝
口　

圭
一  

様  

長
野
県
下
諏
訪
町

南
部　

裕
司  

様  

三
重
県
四
日
市
市

山
本　

秀
夫  

様  

福
岡
県
福
岡
市

秋
永
慎
一
郎  

様  

福
岡
県
筑
紫
野
市

笠
木　

智
広  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

三
笠　

貴
彦  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

山
本　

信
平  

様  

大
阪
府
吹
田
市

白
川　
　

裕  

様  

兵
庫
県
加
古
川
市

横
山　

敦
子  

様  

東
京
都
大
田
区

仁
井
田
紘
子  

様  

大
阪
府
枚
方
市

宮
本　

尚
幸  

様  

大
阪
府
大
阪
市

桐
木　

勝
彦  

様  

大
阪
府
豊
中
市

笹
岡　

利
安  

様  

富
山
県
富
山
市

松
澤　

正
午  

様  

東
京
都
杉
並
区

近
藤　

竜
太  

様  

東
京
都
港
区

児
島　

達
之  

様  

愛
知
県
春
日
井
市

松
本　

泰
昌  

様  

福
岡
県
大
野
城
市

犬
山　

成
久  

様  

大
阪
府
柏
原
市

大
達　

一
賢  

様  

東
京
都
千
代
田
区

加
古　

典
子  

様  

兵
庫
県
神
戸
市

墨
田　

利
孝  

様  

愛
知
県
名
古
屋
市

内
田　

浩
稔  

様  

東
京
都
杉
並
区

伊
原　

華
圭  

様  

山
口
県
下
関
市

門　
　

秀
一  

様  

熊
本
県
熊
本
市

齋
藤
か
お
り  

様  

大
分
県
中
津
市

前
田　

芳
弘  

様  

大
阪
府
豊
中
市

城
戸
幸
一
郎  

様  

東
京
都
世
田
谷
区

木
原　

智
博  

様  

奈
良
県
奈
良
市

安
東　

俊
夫  

様  

福
岡
県
大
野
城
市

小
林　
　

富  

様  

東
京
都
町
田
市

小
林
美
佐
子  

様  

東
京
都
町
田
市

辻
野
亮
太
郎  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

嶋
津　

達
也  

様  

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市

鳥
村　

拓
司  

様  

福
岡
県
久
留
米
市

田
口　

富
美  

様  

神
奈
川
県
川
崎
市

松
平　

和
之  

様  

福
岡
県
北
九
州
市

加
藤
美
枝
子  

様  

大
阪
府
豊
中
市

佐
藤　

正
泉  

様  

熊
本
県
熊
本
市

尾
久
土　

治  

様  

兵
庫
県
川
西
市

大
西　

隆
行  

様  

京
都
府
京
都
市

池
嶋　

健
一  

様  

愛
知
県
岡
崎
市

河
瀬　
　

誠  

様  

神
奈
川
県
鎌
倉
市

飯
島　
　

直  

様  

千
葉
県
市
川
市

小
林　

正
信  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

石
垣　

健
次  

様  

京
都
府
京
都
市

上
條　
　

巌  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

井
上　

通
明  

様  

熊
本
県
熊
本
市

雨
宮　

幸
雄  

様  

千
葉
県
船
橋
市

大
河
原
幸
一  

様  

神
奈
川
県
相
模
原
市

相
河　

洋
子  

様  

神
奈
川
県
横
浜
市

　

南
小
国
町
の
た
め
に
応
援
、

ま
た
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
こ

と
に
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。

　

い
た
だ
い
た
寄
附
金
は
、
南

小
国
町
の
人
づ
く
り
・
地
域
づ

く
り
の
た
め
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

社
協
へ
の
ご
寄
附
の
お
礼

　

故
人
の
香
典
返
し
と
し
て
、多

額
の
ご
寄
附
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

と
と
も
に
故
人
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
。

宮
野
ナ
ガ
ミ　
様　

白　

川

佐
藤　

英
治　

様　

荒
倉
中

橋
本　

初
子　

様　

志
賀
瀬

堀
川　

一
介　

様　

中
湯
田

　

ま
た
、
一
般
寄
附
と
し
て
、

次
の
方
々
よ
り
多
額
の
ご
寄
附

を
賜
り
ま
し
た
。

河
津
フ
ジ
ノ　
様　

中
湯
田

大
仁
グ
ル
ー
プ
様　

馬　

場

　

皆
さ
ま
の
お
志
に
添
い
ま
す

よ
う
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

南
小
国
町
社
会
福
祉
協
議
会

12
月
25
日
―

12
月
25
日
―

そ
う
じ

そ
う
じ

むむ

か
ん
さ
い
ほ
う
め
ん

か
ん
さ
い
ほ
う
め
ん

せ
い
せ
い

でで

ど
の
ど
の

か
ん
し
ん

か
ん
し
ん

か
ん
ど
う

か
ん
ど
う

き
よ
ら

ス
キ
ー
殿
！

精
が
出
る

な
!!

き
よ
ら

ス
キ
ー
殿
！

精
が
出
る

な
!!

な
ん
と
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
活
動

と
は
!!

な
ん
と
！

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で

清
掃
活
動

と
は
!!

そ
の
尊
い
行
為
は

必
ず
や
サ
ン
タ
殿
も

見
て
い
る
こ
と

　だ
ろ
う
!!

そ
の
尊
い
行
為
は

必
ず
や
サ
ン
タ
殿
も

見
て
い
る
こ
と

　だ
ろ
う
!!

そ
れ
は

感
心
し
て

感
動
だ
な
!!

そ
れ
は

感
心
し
て

感
動
だ
な
!!

ク
リ
ス
マ
ス
を

楽
し
み
に

し
て
お
く
の
だ
!!

ク
リ
ス
マ
ス
を

楽
し
み
に

し
て
お
く
の
だ
!!

掃
除
し
な
が
ら

関
西
方
面
へ
向
か
っ
た

だ
と
っ
!?

掃
除
し
な
が
ら

関
西
方
面
へ
向
か
っ
た

だ
と
っ
!?

良
い
子
の
き
よ
ら

ス
キ
ー
殿
は
ど
こ
？

良
い
子
の
き
よ
ら

ス
キ
ー
殿
は
ど
こ
？

せ
い
そ
う
か
つ
ど
う

と
う
と

よ

こ

か
な
ら

みた
の

ど
の

ど
の

こ
う
い

な
に
っ
!!

な
に
っ
!!
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12/
11金 高齢者健康づくり教室   14：00～16：00  湯夢プラザ

12 土

13 日 阿蘇郡市駅伝大会　10：00スタート　高森町役場

14 月 高齢者ミニデイサービス　瓜上公民館　13：30～

15 火 子育て広場スマイル　10：00～　管理センター
　おやつ作り　持参品：エプロン、マスク、飲み物

16 水

17 木 ３歳児健診　13：00～13：15受付　開発センター

18 金

19 土

20 日

21 月

子育て広場き☆ら☆ら　10：30～　りんどう荘
 （育児相談・身体測定・きららcaféクリスマス会） 参
加費 親子1組100円　プレゼント交換をいたします
ので500円程度のプレゼントを持参下さい。

第1回南小国町  木でうるおう地域づくり講演会
  （藻谷浩介氏「里山資本主義」）  19：00～  入場無料
　　　　　　　　　　　　　役場内  きよらホール

22 火

23 水
天皇誕生日

「黒川温泉　湯あかり」　18：00～　黒川温泉街
　～平成28年2月14日

24 木
きよら元気クラブ   9：30～11：30   元気プラザ中原
　　　　　　　     13：30～15：30   管理センター
認知症カフェ「ひとよこい」13：00～15：00
　　　　　　　　　　　小国調剤薬局横旧院長宅

25 金
町県民税
第４期納期限
国民健康保険税
第７期納期限

26 土

27 日

28 月
役場仕事納め
消防団年末警戒
　　　　～30日

29 火

30 水

31 木

1/
1金

元日
黒川温泉振る舞い汁＆
やまなみ太鼓初打ち
12：00～　べっちん館

2 土

3 日

平成28年
南小国町成人式
13：00～受付
13：30～開会
きよらホール

4 月 役場仕事始め

5 火

6 水 消防団出初式　9：10～分列入場　山村広場
乳児健診　13：00～13：15受付　開発センター

7 木

8 金 高齢者健康づくり教室   14：00～16：00  湯夢プラザ

9 土

10 日

11 月 成人の日

12 火 平成28年 南小国町立志式　11：00～開式
　　　　　　　　　　　　　　　　きよらホール

13 水 きよら元気クラブ　9：30～11：30　満願寺温泉館

★
休
日
・
夜
間
の
救
急
医
療
は
、
小
国
公
立
病
院
☎（
４
６
）３
１
１
１
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

★
子
育
て
広
場
き
☆
ら
☆
ら
平
日
午
前
９
時
30
分
～
午
後
４
時
30
分　

給
食
サ
ー
ビ
ス
…
毎
週
木
曜
日　

問
い
合
わ
せ
…
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１

★
人
権
擁
護
委
員
へ
の
人
権
相
談
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
り
ん
ど
う
荘
☎（
４
２
）１
５
０
１
で
予
約
受
付
し
て
い
ま
す
。

町民カレンダー

戸
籍
の
窓

は
じ
め
ま
し
て
赤
ち
ゃ
ん

10
／
14
生　

吉
野　

寿か
ず
き喜

く
ん

　
（
父
）寿
栄･

（
母
）美
樹　
　

大
谷
山

10
／
28
生　

鞭
馬
進し

ん
た
ろ
う

太
郎
く
ん

10
／
28
生　

鞭
馬
あ
か
ね
ち
ゃ
ん

　
（
父
）博
幸･

（
母
）あ
り
さ　

湯
田
上

お
く
や
み
申
し
上
げ
ま
す

10
／
26　

竹
部
マ
サ
カ（
88
）白　

川

11
／
2　

中
村
美
惠
子（
79
）矢
田
原

11
／
8　

堀
川　
金
雄（
85
）中
湯
田

11
／
9　

佐
藤　
義
次（
89
）荒　

倉

11
／
10　

佐
藤　
サ
チ（
86
）扇　

下

11
／
18　

橋
本　
照
明（
78
）志
賀
瀬

11
／
18　

矢
津
田
シ
メ
子（
86
）森
園

※
掲
載
を
希
望
さ
れ
た
人
の
み
掲
載

（
敬
称
略
）

町の人口
（10月31日現在）

世帯数　1,771世
帯

（＋８）
　男　　1,999人

（－２）
　女　　2,273人

（＋７）
　計　　4,272人

（＋５）
※（ ）は前月比

12月・1月平成27年 平成 28年

午前８時30分～
午後４時30分　

午前８時30分～
午後４時30分　

午前８時30分～
午前11時30分　

休み

※必ず指定のごみ
袋を使用し、き
ちんと分別して
ください。

※ルールが守られ
ていないと、持
ち込みを断るこ
とがあります。

※年末は大変混雑
します。早めに
持ち込みをお願
いします。

滝美園クリーンセンターへの
ごみの直接持ち込み時間

および休業日

午前８時30分～
午前11時30分　

休み
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BIRTHDAY
   H

A
PPY

11月
生まれ
希望者
のみ
掲載　漣　楓 くん

かえでかえで

26.11.29生

　（父）誠也さん

　（母）祐子さん

いつもニコニコ笑顔の楓くん。可愛い
笑顔に周りもつられてハッピーになり
ます！元気に強く逞しく育って下さい！

黒川

１歳になった赤ちゃんを紹介します。１歳になった赤ちゃんを紹介します。

　11月８日（日）に、
菊池市総合体育館
で日本少林武術祭
が開催され、少林武
術を習う南小国道場
の選手18人が出場
しました。
　選手たちは日ごろ
の練習の成果を十
分に発揮し、以下の
成績を残しました。

日本少林武術祭

米フェス 2015

■散打（組手）
（最優秀賞）日野雅斗、松崎彩華、樋口慶
（優秀賞）橋本拓巳、本田宗大、北里心結
（敢闘賞）樋口凌拓、澤井祥平、日野拓斗、北里

大地、樋口奈津那、高橋さくら子

■套路（型）
（優秀賞）兵頭虎英、兵頭秋旭、
（敢闘賞）日野拓斗、二子石ほのか、橋本拓己、

二子石悠里、杉安一葉、志賀ももえ（小
国道場）

　町内の農家が生産した、この秋の新米を味わおうという
イベント「米フェス２０１５」が波居原体育館を会場に開
催されました。
　昨年、地域おこし協力隊と町観光協会が共同で開いた
「南の小さな国のお米まつり」の第２回目の催しとして、観
光協会や農家などでつくる実行委員会が実施しました。町
内農家が自家栽培の新米と漬物などを出品し、地元グルー
プや協賛の食品会社９社などが、おかずになる商品を並
べ来場者に味わってもらいました。予約客を含め 236 人
が訪れ、味わったお米を買い求める様子も見られました。

11/1
（日）
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